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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇

〇 1

定期考査
〇 〇 1

〇 13

定期考査 1

合計

78

３
学
期

J単元　地球的課題と国際協力
【知識及び技能】自然環境と災害・防災、
生活圏の調査と地域の展望から私たちの地
域の課題を考えていく。
【思考力、判断力、表現力等】地球温暖化
の影響を受けた人々の生活（東南アジア）
を通して気候と人々の生活の関係を理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】学習課題に
積極的に取り組む。

・指導事項　SDG'sの17の課題、地
球温暖化、エネルギー資源、人口問
題（人口ピラミッド、移民、難民）
・教材　教科書、地図帳、地理院地
図、RESAS
・一人１台端末の活用　等　タブ
レットまたはスマートフォン

【知識・技能】SDG'sに基づく地球的課題の諸問題の
基礎知識を持つことができたか。自然災害に対する防
災・減災の知識と技能を身につけたか。
【思考・判断・表現】地球的課題に対してSDG'ｓの考
え方に基づいた問題に対する考えを持つことができた
か。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や作業課題
に取り組むことができたか。地域調査の学習に参加し
協同的な学習ができたか。

〇 〇

２
学
期

E単元　現代世界の国家、人々の活動
【知識及び技能】国境、国家領域の範囲、
わが国の位置と範囲を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】国家間の結
びつきの枠組みおよび貿易・交通・通信・
観光分野を通して国家間の結びつきを考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】学習課題に
積極的に取り組む。

・指導事項　自然的国境と人為的国
境、領土・領海・領空、排他的経済
水域(EEZ)
・教材　教科書、地図帳、地理院地
図、RESAS
・一人１台端末の活用　等　タブ
レットまたはスマートフォン

【知識・技能】学習した用語を把握できたか。
【思考・判断・表現】わが国の領域における諸
問題について自分なりの考えを持てたか。グ
ローバル化と反グローバル化の問題、体制の対
立の問題について整理できたか。プレートテク
トニクスの考え方に基づいて地震等の災害に備
えることに考えが及んだか。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や作
業課題に取り組むことができたか。

〇 〇

・指導事項　主題図、縮尺の異なる
地形図、地図記号とその改廃・変化
・教材　教科書・地図帳・地形図・
印刷資料
・一人１台端末の活用　等　電子地
図等

【知識・技能】縮尺の異なる地形図がきちんと
読めることができたか。地形図の基礎・基本を
把握できたか。
【思考・判断・表現】異なる時期の地形図から
地域の変化を読み取ることができたか。地形図
を利用して地域の課題を見通すことができる
か。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や作
業課題に取り組むことができたか。

○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項　地図のしくみ、地図投
影法、メルカトル図法と正距方位図
法、等角航路と大圏航路
・教材　教科書・地図帳・印刷教材
・一人１台端末の活用　等　電子教
材

知識・技能】地図の用途に応じて距離、方
位、角度、面積のどの条件が必須であるかが
わかる。
【思考・判断・表現】用途による地図を選択
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や
作業課題に取り組むことができたか。

〇 16

H単元　様々な小地形と人々の生活
【知識及び技能】河川、海岸、氷河、乾
燥、カルスト地形の特徴を学ぶことを通し
て地域の個性を考える。
【思考力、判断力、表現力等】モンスーン
の影響を受けた人々の生活（東南アジア）
を通して気候と人々の生活の関係を理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】学習課題に
積極的に取り組む。

・指導事項　沖積平野と洪積台地、
扇状地、河跡湖、自然堤防と後背湿
地、氾濫原、三角州と三角江
・教材　教科書、地図帳、地理院地
図、RESAS
・一人１台端末の活用　等　タブ
レットまたはスマートフォン

【知識・技能】地形用語・気候用語を理解でき
たか
【思考・判断・表現】地形や気候が人間生活の
及ぼす影響とその特徴について考えを述べるこ
とができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や作
業課題に取り組むことができたか。

〇 〇 〇 16

定期考査 〇

1

D 単元　地理情報システムと地図の活用
【知識及び技能】地理情報システムを生活
の中で活用している場面を知る。地理院地
図の使い方を知る。
【思考力、判断力、表現力等】地理院地図
のさまざまな機能を理解し、断面図や経路
図などを作成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習課題に
積極的に取り組む。

・指導事項　GIS、地理院地図、e-
Stat、ｊSTAT MAP、WebGIS
・教材　教科書、地図帳、地理院地
図、RESAS
・一人１台端末の活用　等　タブ
レットまたはスマートフォン

【知識・技能】地理院地図の活用ができたか。
E-Stat 、jSTAT Map、RESASがどのようなもの
が理解できたか。地理院地図を利用して断面図
や経路図を作成することができたか。
【思考・判断・表現】GISを利用して地理事象
の課題等を読み取ることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や作
業課題に取り組むことができたか。

○ ○ ○

○

8

定期考査
○

○ ○ ○ 8

7

配当
時数

１
学
期

A 単元　地球上の位置と時差
【知識及び技能】地球上の場所を
示す方法としての経緯度のしくみ
を知る
【思考力、判断力、表現力等】時
差のしくみを理解し、時間の違い
を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】学
習課題に積極的に取り組む。

・指導事項　地球上の位置の表示、
時差と生活
・教材　教科書・地図帳・印刷教材
・一人１台端末の活用　等　電子教
材

【知識・技能】地表面の位置に関する名称と
地球の自転公転に関わる知識、方位と位置
【思考・判断・表現】経度と時間・時差の関
係、標準時の意味が把握できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】演習課題や
作業課題に取り組むことができたか。

○ ○ ○ 5

B 単元　地球儀と地図
【知識及び技能】球体の地球儀と
平面の地図、地図の特徴と種類を
知る。
【思考力、判断力、表現力等】
地図の特長に応じた用途について
の判断と活用ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に積極的に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元　地図の種類と地形図
【知識及び技能】地図の種類と地形図の読み
方をつかむ。さまざまな用途別主題図の特長
をつかむ。
【思考力、判断力、表現力等】用途に応じた
主題図を選択できる。地形図からさまざまな
地理的事象を見出すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】学習課題に積
極的に取り組む。

○

作業的な学習に積極的に取り組むことができるか。
提出物をきちんと提出できるか。
わからないことをそのままにせず、わかるまで取り組むこ
とができるか。

【学びに向かう力、人間性等】

（１～６組：福島） （７・８組：松本）

地理歴史 地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

<知識>学習単元を通して地理学習の5つの主題をつかむこと
ができたか。地誌学習において、地方的特殊性と一般的共
通性を把握することができたか。
<技能>読図・描図等の地図操作力が身についたか。グラフ
や資料を分析・活用する力が身についたか。

<思考・判断>地理学習の5つの主題を用いて学習単元の事
象を分析しそこから予測や行動規範を導くことができる
か。
＜表現＞地図を活用したり、データを解析しグラフとして
まとめることができるか。実際地域で学習したことから分
析や導くことができるか。

新地理総合　帝国書院

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向
けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養おうとする気持ちを学習活動の中で
示していくことができる。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

教科 地理歴史 科目 地理総合

2

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に付けるようにする。
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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

教科 地理歴史 科目 歴史総合

2

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

日本及び世界の歴史を理解し，諸資料から必要な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

よりよい社会の実現を視野に課題を解決しようとす
る態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深
い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、
我が国の歴史に対する愛情、他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚を深める。

【学びに向かう力、人間性等】

（1～6組：湯淺） （７・８組：松本）

地理歴史 歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界
とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代
的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する
とともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

近現代の歴史の変化に関わる意味や意義を時期や年
代、推移、比較、現在のつながりにに着目して多面
的・多角的に考察したり、歴史的な課題を把握し解
決を視野に入れて構想する力や、構想したことを説
明したり、議論したりする力を養う。

改訂版　歴史総合　近代から現代へ　山川出版社

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の特色や相互の関連を考察し、それを説明したり議論したりするする力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，日本国民としての自覚・世界の多様な生活文化を尊重する態度を養う。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

A 単元　結びつく世界
【知識及び技能】
　人類が過去をどのように知り、伝
えてきたのか理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「近代化」に関して考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代の諸課題の解決に歴史の学び
が必要であることを理解する。

・指導事項　アジアの繁栄とヨー
ロッパの海外進出
・教材　教科書　ワーク
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 5

B 単元　近代ヨーロッパの成立
【知識及び技能】
　市民革命により、社会はどう
変わったかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　資料から推論する。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代と歴史の関連を自覚する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C　単元　西アジアの変容と南アジア・東
南アジアの植民化
【知識及び技能】
　アジア社会の植民化による欧米・
アジア相互の変化を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　多角的視点からの判断・表現を涵
養する。
【学びに向かう力、人間性等】
　他文化の視点を尊重する。

○ 8

定期考査 ○

○ ○ ○ 8

合計

78

Ｅ単元　明治維新と日本の立憲体制
【知識及び技能】
　近代欧米諸国の進出にアジア諸国がどの
ように対応したのかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代のアジア諸国に欧米がどう影響を与え
たか考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　19世紀後半が近代日本の基礎であること
を自覚する。

・指導事項　明治初期の対外関係
・教材　教科書とワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○

1

D 単元　中国の開港と日本の開国
【知識及び技能】
　近代欧米諸国の進出に我が国がどのよう
に対応したのかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　多角的視点からの判断・表現を涵養す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　他文化の視点を尊重する。

・指導事項　アヘン戦争と日本開
国
・教材　教科書とワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 7

○ 16

1

３
学
期

２
学
期

・指導事項　オスマン帝国の衰退
・教材　教科書　ワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項　アメリカ独立革命と
フランス革命
・教材　教科書　ワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○

○

定期考査 ○ ○

Ｆ単元　帝国主義の展開とアジア
【知識及び技能】
　列強諸国のアジア分割と日本の対応を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代のアジア諸国に欧米がどう影響を与え
たか考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　20世紀初頭の日本が世界にどのような影
響を与えたかを自覚する。

・指導事項　日路戦争と国際関係
の変化
・教材　教科書とワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

G 単元第一次世界大戦と大衆社会
【知識及び技能】
　国際関係の視点を軸に参加国の社会変化
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
地政学的視点を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　日本が世界にどのような影響を与えたか
を自覚する。

・指導事項　第1次世界大戦
・教材　教科書とワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 7

Ｈ単元　経済危機と第二次世界大戦【知識
及び技能】
　国際関係の視点を軸に参加国の社会変化
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し主体的に課題を解決しよう
とする視点を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　日本が世界にどのような影響を与えたか
を自覚する。

・指導事項　第2次世界大戦
・教材　教科書とワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 6



1／1

年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

教科 地理歴史 科目 近代の東京

3

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

日本及び世界の歴史を理解し，諸資料から必要な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

（1～3組：宮下） （4～6組：岡田） （7・8組：吉嶋）

地理歴史 近代の東京

『江戸から東京へ』東京都教育委員会

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の特色や相互の関連を考察し、それを説明したり議論したりするする力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，日本国民としての自覚・世界の多様な生活文化を尊重する態度を養う。

近代の東京

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

よりよい社会の実現を視野に課題を解決しようとする態度
を養えるか。多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される東京都民としての自覚、他国の文化を尊重するこ
との大切さについての自覚を深められるか。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

<知識>　日本史を東京都民の視点から捉え、現代の諸問題
や地域形成が江戸時代からどのように成立していったか、
近現代史を通して理解することができるか。
<技能>　諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身につける。

<思考・判断>　近現代史の変革や事件の歴史的意義を、そ
の時代背景、経緯、現在の東京へのつながりに着目して多
面的・多角的に考察できるか。
＜表現＞　歴史的な問題をよく理解し、因果関係を分かり
やすく発表できるか。場合によっては解決を視野に入れた
構想を説明したり議論したりできるか。

１
学
期

A 単元　幕藩体制の成立
【知識及び技能】
幕藩体制の成立過程を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
なぜ幕府は鎖国を行ったのか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
多角的視点から検討する。

・指導事項　幕藩体制の成立
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 10

B 単元　列強の接近
【知識及び技能】
列強諸国と日本の関わりを説明できる。
【思考力、判断力、表現力等】
なぜ列強諸国は日本を開国させようとし
たのか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
世界史的な広い視野から考察する。

・指導事項　列強の接近
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○ 1

C 単元　 明治維新と富国強兵
【知識及び技能】
明治維新の過程を東京の視点から理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
なぜ幕府が倒れたのか、多様な観点から
調べる。
【学びに向かう力、人間性等】
世界史的な視点から話し合いを行う。

・指導事項　明治維新と富国強兵
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 14

D 明治維新と富国強兵
【知識及び技能】
明治新政府の富国強兵策を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
なぜ、新政府はプロイセンを模倣したの
かを考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
当時の国家の特徴を客観的に観察す
る。

・指導事項　明治維新と富国強兵
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

A 単元　日清・日露戦争と国際関係
【知識及び技能】
日露戦争の経緯と影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ロシアと開戦した理由や戦争の世界史的
影響を議論し表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の考えを尊重して話すことができる。

・指導事項　日清・日露戦争と国
際関係
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 12

B 単元　第一次世界大戦と市民文化
【知識及び技能】
日露戦争の世界的同盟の構図が、その
ままヨーロッパに持ち込まれたことを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次大戦が与えた歴史的影響を考察
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の考えを尊重して話すことができる。

・指導事項　第一次世界大戦と市
民文化
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物 ○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○ 1

Ｃ　単元　日中戦争と新体制運動
【知識及び技能】
日本で軍部の力が増した理由を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
世界恐慌が日中戦争を生む過程を考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の考えを尊重して話すことができる。

・指導事項　日中戦争と新体制運
動
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 10

D 太平洋戦争
【知識及び技能】
なぜ戦争が起きたのか、東京都は当時ど
のような状態だったのかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次大戦の原因を複数の要因から客
観的に導き出せる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の考えを尊重して話すことができる。

・指導事項　太平洋戦争
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

Ａ　単元　新生日本のスタート
【知識及び技能】
日本が戦後どのような国になったのかを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
背景に世界史的などのような動きがあっ
たのかを考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の考えを尊重して話すことができる。

・指導事項　新生日本のスタート
・教材　教科書・オリジナルシー
ト
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 23

定期考査 1

合計

117

○○
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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （1～3組：岡田）（4～8組：松本）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

日本及び世界の歴史を理解し，諸資料から必要な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

地理や歴史に関わる事象の特色や相互の関連を考察し、それを説明したり議論したりするする力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，日本国民としての自覚・世界の多様な生活文化を尊重する態度を養う。

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

国際社会の変化
【知識・技能】国際連盟の成立と崩壊の歴史的経緯について理解している。
勢力均衡と集団安全保障の違いについて理解している。国際連盟と国際連合
の違いについて，必要な情報を適切に読み取ることができている。安全保障
理事会の機能について理解している。また，安保理改革として求められてい
る内容を理解している。国連が取り組む課題について，信頼性の高い情報源
から収集し，適切に整理することができている。
【思考・判断・表現】国際連合が抱えている課題について，採決や財政の観
点などから協働的に考察し，それらを適切に表現している。安保理改革の必
要性について，大国一致の原則や拒否権の行使の観点から協働的に考察・構
想し，それらを適切に表現している。紛争をなくしていくためのルールや制
度について協働的に考察し，それらを適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】国際連合の専門機関が取り扱っている人権や
社会，経済や環境問題に関する行動について主体的に追究し，国際的な課題
を意欲的に解決しようとしている。国際連合のしくみや取り組みを理解した
うえで，国際社会における平和の実現について興味関心をもち，「持続可能
な平和のあり方」を探究するための意欲を高めている。

・指導事項　国際社会の変化
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ 6

78

合計

２

学

期

定期考査
○ ○ 1

○

○ 7

○ 13

社会保障の役割と課題
【知識・技能】社会保障の考え方を知り，それらが歴史的にどのように制度
化されてきたかについて理解している。日本の社会保障制度が諸外国との比
較でどのようなものであるかを読み取り，また，その概要を理解している。
少子高齢化が進行する中で，社会保障が直面している問題について，とくに
財政的な課題を適切に読み取り，理解している。社会保障は高齢者だけのも
のではなく，社会に参加するすべての世代について検討されるべきものであ
ることを理解している。各国の社会保障のしくみを信頼性の高い情報源から
収集し，長所と短所を比較する形で適切に整理することができている。
【思考・判断・表現】社会保障のあり方について，税金中心のしくみと社会
保険中心のしくみでどのような違いがあるか協働的に考察し，それらを適切
に表現している。日本の社会保障制度の現状と課題について，多面的・多角
的な観点（少子高齢化，年金制度，負担と給付のバランス）に立ちながら考
察し，適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】安心して暮らせる豊かな社会について主体的
に追究して，社会保障を社会の中で有効に働かせるための課題を意欲的に解
決しようとしている。よりよい社会の実現を視野に，ノーマライゼーション
の進展について学習したことを社会生活に生かそうとしている。
・日本の社会保障をめぐる現状と課題を理解したうえで，諸外国の社会保障
制度やこれからの日本の社会保障制度について興味関心をもち，「日本にお
ける持続可能な福祉社会の実現」を探究するための意欲を高めている。

・指導事項　社会保障の役割と課題
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 13

定期考査
○

公害防止と環境保全
【知識・技能】日本における公害の発生と原因を理解している。また必要な
情報を適切に読み取っている。政府による公害対策や環境保全のための法整
備について理解している。循環型社会の理念を理解している。また，3Rの原
則について理解し，その実態を信頼性の高い情報源から収集し，適切に整理
することができている。
【思考・判断・表現】環境保全と経済活動の両立について協働的に考察した
うえで選択・判断し，それらを適切に表現している。循環型社会の実現にお
ける課題を見出し，法制度と消費者の観点から協働的に考察・構想し，それ
らを適切に表現している。環境保護に向けた取り組みのあり方について，多
面的・多角的に考察している。
【学びに向かう力、人間性等】日本の公害問題と環境政策に関する理解のも
とで，今後の環境問題の解決方法について主体的に追究して，課題を意欲的
に解決しようとしている。よりよい社会の実現を視野に，循環型社会の実現
に向けた諸施策など学習したことを，社会生活に生かそうとしている。

・指導事項　公害防止と環境保全
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 9

３

学

期

国際社会と国際法
【知識・技能】主権国家と国際社会の成り立ちについて理解している。国際
社会には中央政府のようなものが存在しておらず，そのなかで各国が国家利
益を調整する国際政治が行われていることを理解している。主権の及ぶ領域
について必要な情報を適切に読み取り，主権国家の理解を深めている。条約
の効力について理解している。領土問題がなぜ生じるのか，また，どのよう
に解決することが望まれているのかを理解している。二度の世界大戦を契機
として，国際法に大きな変化が生じたことを理解している。国際司法裁判所
や国際刑事裁判所が設立され，NGOをはじめ多様な主体が活動するなど，国
際政治に変化が生じていることを理解している。
【思考・判断・表現】国際政治や国際法はどのようなものなのか，国内政治
や国内法との違いに着目してまとめるなど，適切に表現している。領土問題
について問いを見出し，平和的に解決する観点から協働的に考察・構想し，
それらを適切に表現している。世界政府のような超国家的存在を設けた場合
の問題点について，主権国家の権利の観点などから協働的に考察・構想し，
それらを適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】NGOの取り組みについて主体的に追究し，環
境保護や人権擁護に関する課題の解決を意欲的に検討している。よりよい社
会の実現を視野に，主権国家間の国家利益を調整することについて学習した
ことを，他者との利害調整といった社会生活に生かそうとしている。

・指導事項　国際社会と国際法
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○

労働問題と労働者の権利・こんにちの労働問題
【知識・技能】労働基本権と労働三法の内容について理解している。職場に
おける不当な差別的扱いがあってはならず，そのための法整備と対策が急が
れることを理解している。「女性と労働」といった主題について日本でみら
れる傾向やその背景を適切に読み取り，まとめることができている。具体的
な労働問題について理解している。日本的雇用形態の特徴を理解しており，
また，それらのあり方が崩れてきていることを理解している。日本の労働環
境について，教科書本文の内容や信頼性の高い情報源から収集した内容，労
働環境に関する各国資料を足掛かりとしながら日本の特徴を適切に読み取
り，まとめることができている。
【思考・判断・表現】なぜ労働法規によって労働者の権利保護が図られてい
るのか協働的に考察し，それらを適切に表現している。どうすれば職場にお
ける不当な差別的取り扱いが解消できるのか，多面的に考察している。非正
規雇用の労働者が置かれている厳しい状況について，権利の保障や保護の観
点から課題と解消のための政策を協働的に考察・構想し，それを適切に表現
している。
【学びに向かう力、人間性等】
・会社情報や労働条件に対する興味関心を高め，就業に際して自身が重視す
る観点を主体的に追究しようとしている。
・日本の労働をめぐる現状と課題を理解したうえで，諸外国の労働環境やこ
れからの日本の労働環境について興味関心をもち，「日本におけるワーク・
ライフ・バランスの実現」を探究するための意欲を高めている。
・よりよい社会の実現を視野に，ワーキングプアの解消やワーク・ライフ・
バランスの実現を目指して，学習した内容を社会生活に生かそうとしてい
る。

・指導事項　労働問題と労働者の権
利・こんにちの労働問題
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○

・指導事項　消費者問題
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○

定期考査

○

○ ○ 9

○ 1

1○ ○

・指導事項　中小企業と農業
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○

配当
時数

１

学

期

日本経済の成長と課題
【知識・技能】戦後復興，高度経済成長，バブル経済の発生と崩壊などの背
景や要因について理解している。高度経済成長期，安定成長期，現在の成長
率、「失われた10年」の実態を適切に読み取り，理解している。現在の日本
の産業構造やGDPに占める各産業の割合，産業別の労働生産性などを信頼性
の高い情報源から収集し，適切に整理することができている。	
【思考・判断・表現】景気が拡大しても経済成長率が伸び悩んでいる理由に
ついて，多面的・多角的に考察している。・人口減少社会が直面する経済的
課題について協働的に考察したうえで，そのための経済政策を選択・判断
し，表現している。今後の日本経済のあり方について，収集した諸情報にも
とづいたうえで，「効率性」と「公平性」といった観点も踏まえながら多面
的・多角的に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】今後の日本経済がどのような豊かさを目指し
ていくべきかについて主体的に追究して，よりよい社会の実現を視野に学習
したことを社会生活に生かそうとしている。

・指導事項　日本経済の成長と課題
・教材　教科書・オリジナルシート
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
定期考査・提出物
【思考・判断・表現】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
授業内の発言・態度・定期考査・提出物

○ ○ ○ 6

中小企業と農業
【知識・技能】・高度経済成長から取り残された中小企業について，持続可
能性が問われている現状を理解させる。・創意工夫によって成長を遂げてい
る中小企業のあり方や実例を理解させる。・産業構造の高度化や農政の変化
に振り回されてきた農業の現状を理解させる。・グローバル化のなかで今後
の農業をめぐって，保護論と自由化論の一大分岐にあることを理解させる。
【思考・判断・表現】・情報を適切に読み取り，中小企業と大企業の違い
や、中小企業が日本経済の発展に寄与してきた役割について理解してい
る。・後継者不足のために黒字経営であっても廃業を選ぶ中小企業がある状
況を知り，事業承継が課題となっていることを理解している。・ベンチャー
企業や社会的企業のように，大企業では事業を進められなかった分野で活躍
する中小企業のあり方について理解している。・中小企業を支援すべき理由
について信頼性の高い情報源から収集した内容などを手掛かりとしながら，
適切に整理することができている。・農家数の推移や農家の構成などを適切
に読み取り，日本の農業における担い手の問題を理解しいている。・農業基
本法や食料・農業・農村基本法，食糧管理制度や新食糧法などの農業政策の
流れについて理解している。・食料安全保障の観点から，日本の食料自給率
と貿易の関係について理解している。・農業法人による大規模化や6次産業
の進展，スマート農業の振興など，日本の農業の新しい流れについて理解し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】・日本経済における中小企業の構造的な課題
について，大企業との関係や国際化の観点から多面的・多角的に考察してい
る。・日本経済の基盤ともいえる中小企業が，自立的に成長していける環境
を作り出すためにどのような政策が必要か，協働的に考察し，その結果を適
切に表現している。・所得補償金などによって小規模農家を保護するべき
か，規制緩和で大規模経営を振興するべきか，といった観点で日本の農業に
ついて協働的に考察・構想や政策判断をし，それらを適切に表現してい
る。・持続可能な農業への取り組みと消費者とのかかわりについて多面的・
多角的に考察し，表現している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

消費者問題
【知識・技能】典型的な消費者問題や悪質商法にはどのようなものがあるか
理解している。消費者保護基本法から消費者基本法にいたる消費者行政の内
容を知り，求められる消費者像の変遷について理解している。消費者相談の
実態について，国民生活センターのウェブサイトから情報を適切に読み取
り，それらをまとめることができている。契約の効力が発生する要件や，消
費者契約法に定められている契約取り消しの意義などについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】消費社会の拡大や過度な宣伝等について問いを見出
し，消費者主権や消費者の権利の観点などから協働的に考察・構想し，それ
らを適切に表現している。消費者の権利と責任について，自由と義務の観点
から整理し，レポートにまとめるなど適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】消費者の自立と自己責任について関心を深
め，消費者の権利と責任に関する課題を意欲的に解決しようとしている。よ
りよい社会の実現を視野に，消費者問題について学習したことを社会生活に
生かそうとしている。

○

○

10

定期考査

教科 地理歴史 科目 時事問題

2

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角
的な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担
う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ること
や，我が国及び国際社会において国家及び社会の形成
に，より積極的な役割を果たそうとする自覚などを深め
させる。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 時事問題

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための
手掛かりとなる概念や理論などについて理解するとともに，諸資料か
ら，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けさせる。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準とな
る考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用し
て，現実社会に見られる複雑な課題を把握し，説明すると
ともに，身に付けた判断基準を根拠に構想する力や，構想
したことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議
論し公正に判断して，合意形成や社会参画に向かう力を養
わせる。

新星出版社『【図解】まるわかり時事用語』

地理歴史

時事問題

【 知　識　及　び　技　能 】
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荻窪高等学校　令和８年度　地理歴史科「世界史Ａ」　年間授業計画
教科：　地理歴史科　科目名：世界史Ａ　単位数：２単位

対象学年組： 第６学年４～６組

教科担当者：（４～６組：宮下　）

使用教科書：（明解 世界史Ａ（帝国書院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　　授業用プリント　　）

指導内容
科目「世界史Ａ」の具体的な指導

目標
評価の観点・方法

配当
時数

４
月

1章　 前近代の諸文明
序節　人類の始まり

人類の登場と，農耕・牧畜による食料生産を
基礎にして, 人類が文明を築き, 歴史時代へ
はいっていくありさまを地域ごとに概観し，
各地域世界が形づくられていく過程を理解す
る。

【関】人類の発生・進化の過程や農耕・牧畜による食料生産革命，文明の成立などについて関心を高め，意欲的
に追究するとともに，人類史について考えようとしている。
【思】人類の登場，食料生産革命，文明の成立などについて考察・表現している。
【技】人類の登場，食料生産革命，文明の成立などに関する資料を収集し，適切に活用する技能を身につけて
いる。
【知】先史時代について概観し，人間の進化を把握するとともに，基本的知識を身につけている。

4

５
月

1章　 前近代の諸文明
1節　東アジアの文明

定期考査①

東アジアの風土と諸民族，封建制度，漢字文
化圏，儒教思想，律令体制，文治主義，冊封
体制などを通して，日本を含む東アジアの文
明の特質を理解する。

【関】東アジアの風土・生活・言語・思想などについて関心を高め，意欲的に追究するとともに，東アジアの特質
について考えようとしている。
【思】東アジアの風土・生活・言語・思想などについて考察・表現している。
【技】東アジアの風土・生活・言語・思想などに関する資料を収集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】日本を含む東アジアの文明の特質(封建制度，漢字文化圏，儒教思想，律令体制，文治主義，冊封体制な
ど)を構造的視野から把握し，基本的知識を身につけている。

8

1章　 前近代の諸文明
2節　南アジアの文明

南アジアの風土と諸民族，カースト制，仏
教，ヒンドゥー教，イスラームの影響などを
通して，南アジアの文明の特質を理解する。

【関】南アジアが，宗教と社会制度を共通の基盤として一つの社会が形づくられたことについて関心を高め，意欲
的に追究するとともに，南アジアの特質について考えようとしている。
【思】南アジアが宗教と社会制度を共通の基盤として一つの社会が形づくられたことについて考察し，判断した過
程や結果を適切に表現している。
【技】南アジアが，宗教と社会制度を共通の基盤として一つの文明を形成したことに関する資料を収集し，適切に
活用する技能を身につけている。
【知】南アジアの文明の特質(カースト制，仏教，ヒンドゥー教，イスラームの影響など)を構造的視野から把握し，
基本的知識を身につけている。

1章　 前近代の諸文明
3節　東南アジアの文明

自然環境や地理的位置に着目し，インドと中
国のはざまにあるため，両文明の影響を受け
ながら，それぞれの地域で多様な社会・文化
を築いていった東南アジアの特質を理解す
る。

【関】東南アジアの風土・生活・文化などについて関心を高め，意欲的に追究するとともに，東南アジア世界の特
質について考えようとしている。
【思】東南アジアが独自の文化を生み出したことについて考察し，判断した過程や結果を適切に表現している。
【技】東南アジアに関する資料を収集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】東南アジアの特質(都市や港市のネットワークなど)を構造的視野から把握し，基本的知識を身につけてい
る。

定期考査②  

1章　 前近代の諸文明
4節　西アジア・北アフ
リカの文明

西アジア・北アフリカの風土と諸民族，オリ
エント文明・イラン文明の伝統にふれ,基層
となる西アジアの特徴を把握し，イスラーム
の成立と拡大・分裂などを通して，西アジ
ア・北アフリカの文明の特質を理解する。

９
月

2章　一体化に向かう世
界
1節　繁栄するアジア

アジアのティムール・オスマン・ムガル・
明・清などの諸帝国の政治と社会にふれ，こ
の時期に安定した支配と経済の繁栄を背景
に，文化も黄金時代を迎えたことを理解す
る。

【関】成熟期を迎えたアジアの諸帝国に対する関心を高め，意欲的に追究し，その特色について考えようとしてい
る。
【思】成熟期を迎えたアジアの諸帝国の特色について考察し，判断した過程や結果を適切に表現している。
【技】成熟期を迎えたアジアの諸帝国の特色に関する資料を収集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】成熟期を迎えたアジアの諸帝国の特色を理解し，その知識を身につけている。

8

3章　欧米の工業化とア
ジア諸国の動揺
1節　ヨーロッパとアメ
リカの諸革命

アメリカ諸国の独立，フランス革命，産業革
命，拡大する貿易活動などを通して，西ヨー
ロッパとアメリカに産業社会が成立し，市民
社会および国民国家の形成が進行したことを
理解する。

定期考査③

1
1
月

1章　現代世界の芽生え
と世界大戦
2節　第一次世界大戦が
もたらしたもの

第一次世界大戦と総力戦としての様相，ロシ
ア革命，ソヴィエト連邦の成立，戦争と革命
による国際秩序の変化，アメリカの大衆生活
とその波及を通して，20世紀初頭の変化の様
相を理解する。

【関】第一次世界大戦の原因と性格，平和の意義などに対する関心を高め，意欲的に追究するとともに，20世紀
初頭の変化の様相について考えようとしている。
【思】第一次世界大戦の原因と性格，平和の意義について考察し，20世紀初頭の変化の様相について考察し，
一連の思考の過程を適切に表現している。
【技】第一次世界大戦の原因と性格，平和の意義と20世紀初頭の変化の様相に関する資料を収集し，適切に活
用する技能を身につけている。
【知】第一次世界大戦の原因と性格，ロシア革命の展開とそれが世界に与えた影響，戦争と革命による国際秩序
の変化，国際協調とヴェルサイユ体制，アメリカ的生活様式の資本主義社会への普及について理解し，その知
識を身につけている。

8

定期考査④

12
月

1章　現代世界の芽生え
と世界大戦
3節　"民族自決"を求め
て

インド・中東および東アジアの民族運動を通
して，"民族自決"を求めたアジアのナショナ
リズムの動きを理解する。

1月

1章　現代世界の芽生え
と世界大戦
4節　経済危機から第二
次世界大戦へ

第二次世界大戦の原因や総力戦としての性
格，それらが及ぼした影響を理解し，平和の
意義などについて考察する。２部１章２節と
あわせて20世紀前半の国際政治の流れを概観
し，国際関係の変遷と社会の特質を理解す
る。

【関】世界恐慌と資本主義の変容，20世紀前半の国際政治の流れ，第二次世界大戦の原因や性格などに対す
る関心を高め，意欲的に追究するとともに，現代の戦争の特質と平和の意義について考え，国際社会に生きる
日本人としての自覚をもとうとしている。
【思】世界恐慌と資本主義の変容，20世紀前半の国際政治の流れ，第二次世界大戦の原因や性格，現代の戦
争の特質と平和の意義などについて考察し，判断した過程や結果を適切に表現している。
【技】世界恐慌と資本主義の変容，20世紀前半の国際政治の流れ，第二次世界大戦の原因や性格，現代の戦
争の特質と平和の意義などに関する資料を収集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】世界恐慌と資本主義の変容，20世紀前半の国際政治の流れ，第二次世界大戦の原因や性格，現代の戦
争の特質と平和の意義について理解し，その知識を身につけている。

8

2月

2章　冷戦から地球社会
へ
2節　冷戦終結への道の
り

1970年代以降は市場経済の世界化をはじめ，
米ソのゆらぎや冷戦の終結などから，世界が
大きく変容し，今日に至っていることを理解
する。

【関】市場経済の世界化，米ソのゆらぎや冷戦の終結などから，1970年代以降の世界の大きな変容に対する関
心を高め，意欲的に追究し，考え，国際社会に生きる日本人としての自覚をもとうとしている。
【思】市場経済の世界化，米ソのゆらぎや冷戦の終結などから，1970年代以降の世界の大きな変容について考
察し，判断した過程や結果について適切に表現している。
【技】市場経済の世界化，米ソのゆらぎや冷戦の終結などから，1970年代以降の世界の大きな変容に関する資
料を収集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】市場経済の世界化，米ソのゆらぎや冷戦の終結などから，1970年代以降の世界の大きな変容について理
解し，その知識を身につけている。

8

定期考査⑤

1年間のまとめ

合計

78

3月

【関】西アジア・北アフリカが，さまざまな遊牧民，農耕民，交易民により形成され，拡大したことについて関心を高
め，意欲的に追究するとともに，西アジア・北アフリカの特質について考えようとしている。
【思】西アジア・北アフリカが，さまざまな遊牧民，農耕民，交易民により形成され，拡大したことについて考察し，
判断した過程や結果を適切に表現している。
【技】西アジア・北アフリカが，さまざまな遊牧民，農耕民，交易民により形成され，拡大したことに関する資料を収
集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】西アジア・北アフリカがの成立とその特色，地域的な拡大と独自の世界の形成について，イスラーム国家の
柔軟性やムスリム商人の役割などを把握し，基本的知識を身につけている。

【関】18世紀後半から19世紀にかけてのヨーロッパとアメリカの諸革命に対する関心を高め，意欲的に追究し，社
会の産業化と国民国家の形成により近代世界が確立したことについて考えようとしている。
【思】18世紀後半から19世紀にかけてのヨーロッパとアメリカの諸革命を考察し，社会の産業化と国民国家の形成
により近代世界が確立したことを判断して，一連の思考の過程を適切に表現している。
【技】18世紀後半から19世紀にかけてのヨーロッパとアメリカの諸革命に関する資料を収集し，適切に活用して，
社会の産業化と国民国家の形成により近代世界が確立したことを考察する技能を身につけている。
【知】18世紀後半から19世紀にかけてのヨーロッパとアメリカの諸革命について理解し，その知識を身につけてい
る。

【関】インド・中東および東アジアの民族運動に対する関心を高め，意欲的に追究するとともに，"民族自決"を求
めたアジアのナショナリズムの動きについて考えようとしている。
【思】インド・中東および東アジアの民族運動について考察し，"民族自決"を求めたアジアのナショナリズムの動
きについて考察し，一連の思考の過程を適切に表現している。
【技】インド・中東および東アジアの民族運動と"民族自決"を求めたアジアのナショナリズムの動きに関する資料
を収集し，適切に活用する技能を身につけている。
【知】第一次世界大戦後，インド・トルコ・中国などの民族運動が大衆的基盤をもち，アジア諸民族の動向が世界
史の新しい潮流をつくり出したことを理解し，その知識を身につけている。
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1／1
年間授業計画様式

荻窪高等学校　令和８年度　地理歴史科「日本史A」　年間授業計画
教科：　地理歴史科　科目名：日本史A 単位数：２単位

対象学年組：  第６学年４～６組

教科担当者：湯淺

使用教科書：（　山川出版「改訂版現代の日本史」　　）

使用教材  ：（　授業用プリント　　）

指導内容 科目「日本史Ａ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

観察/考査
ワークシート
（ノート）

合計

78

４
月

５
月

開国と維新

定期考査①

江戸幕府滅亡の経過に関して、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴史
の流れをつかめるようになる

関心・意欲・態度
知識・理解

8

関心・意欲・態度
知識・理解

観察
ワークシート
（ノート）

６
月

近代国家の形成と発展
産業化の推進と国民生活の変化

明治新政府による近代化政策/自由民権運動/大日本帝国憲法の制定/日清
戦争の経過とその影響に関して、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴
史の流れをつかめるようになる

関心・意欲・態度
知識・理解

10
観察
ワークシート
（ノート）

７
月

定期考査②
復習

学習内容の整理と、不十分な事項の確認ができる 関心・意欲・態度
知識・理解

4
観察/考査
ワークシート
（ノート）

９
月

産業化の推進と国民生活の変化 日露戦争の経過とその影響・台湾・朝鮮半島の植民地経営に関して、基礎
知識をふまえるとともに大まかな歴史の流れをつかめるようになる

関心・意欲・態度
知識・理解

8
観察
ワークシート
（ノート）

1
0
月

第一次世界大戦と大正デモクラシー
定期考査③

第一次世界大戦とその影響/大戦後の外交/大正デモクラシーの展開/世界
恐慌と日本への影響に関して、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴史
の流れをつかめるようになる

関心・意欲・態度
知識・理解

10
観察/考査
ワークシート
（ノート）

関心・意欲・態度
知識・理解

観察/考査
ワークシート
（ノート）

関心・意欲・態度
知識・理解

1
1
月

第二次世界大戦と日本 満州事変/日中戦争/太平洋戦争の勃発/戦後の生活と現代の課題に関し
て、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴史の流れをつかめるようにな
る

関心・意欲・態度
知識・理解

観察
ワークシート
（ノート）

1
2
月

１
月

8

定期考査④
復習

学習内容の整理と、不十分な事項の確認ができる

6

占領下の日本
日本の自立と経済成長

開国と維新 開国とその影響に関して、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴史の流
れをつかめるようになる

4

占領政策の展開/戦後民主主義の定着/５５年体制の成立/安保体制化の日
本に関して、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴史の流れをつかめる
ようになる

6
観察
ワークシート
（ノート）

２
月

現代の日本 ２１世紀を迎えてに関して、基礎知識をふまえるとともに大まかな歴史の
流れをつかめるようになる

関心・意欲・態度
知識・理解

8
観察
ワークシート
（ノート）

３
月

定期考査⑤
復習

学習内容の整理と、不十分な事項の確認ができる 関心・意欲・態度
知識・理解

6
観察/考査
ワークシート
（ノート）


